
第２回田原市市民協働まちづく り会議 次第 

平平２２年７月８日（ 火） 午午７時～午午９時時 田田田田田 ３２２会会会 

１．会会ああああ 

○定定定の確確  ○会議議議議議の指議  ○資資確確 

２．議 事      

議議議議(1) の確確にににに（ 承承）

［ 資資１］ 第 回回回回回1 まままま ま会会会会会会  

委委委委委(2) ににに意意にににに（ 報報）  
［ 資資２］ 提提さささ委委委委委 ※ 当当当当

条条条条条条(3) にににに意意にににに（ 報報）

［ 資資３］ 条条条条条条にににに委委委委委  

協協協協協協(4) の検検（ 議事事事事 ⇒ 意意意意） ※本日は意見交換のみで、内容の確定はしない。

［   資資４］ 田田回回回回回田田田田の素素 

� タタタタ及び全全全全             

� 第 章 取取1  の背背と現現     

� 第 章 基基基基2   

� 第 章 回回回回3  の６つの指田の全全 

� 指田その１  回回市の役役役現       
［ 資資５］ 回回市市市全・ 会事事の現状 ※ 当当当当 

� 指田その２  行行行行・ 回回の田田     
［ 資資６］ 回の回回協委協協の役協現状 ※ 当当当当 

� 指田その３  回回市回回の田田       
［ 資資７］ 回回市市市市にににに回回現状 ※当当当当 

� 指田その４  回回市市市市の支支 

その(5) 他の協議議協 ※特に予定なし。

３．そ の    他  

○第３回会会回回当回 平全  ２２年８月 当  （ ）     回～ 



資料．３ 
条例個別説明における委員意見集 

説明実施日 

６月 日 川川川川委委10   
６月 日 平平平平委委11  、鈴鈴鈴鈴鈴委委、伊伊伊伊委委 
６月 日 福福福福委委12  、渡渡渡渡委委 
６月 日 渡渡渡渡渡委委13  、本本本本鈴委委 
６月 日 岡本岡岡岡渡岡16   
６月 日 森森森鈴委委17  、河河河河委委 
６月 日 小平小小委委24   
６月 日 鈴鈴鈴渡岡25   
６月 日27  委委 

１．条例の各条項に対する質問・ 意見  
［ 条例全体］  

川川委委 【 質質】（ 仮仮） まままま ま推協条条とにとのと、今今ででで市市協協まままま ま
条条と同じじ。  

≪今回≫同じじの。名名じ検検渡議で決めで。

渡渡委委 【 質質】 今まで条明明ささににさじさでのじ。  
≪今回≫条条にとにににさじさで。  

渡渡委委 【 質質】 河合でじさにのに、さな今この条条を作さでのじ。  
≪今回≫自自渡・ 校校・ 条条のののの ののさのの調調意意を集集にで結結、基本

的ルルルを確めににま めででめにと判判ささで。  
森森委委 ○全全的に条条の書できまき上じかの目目に感じに。意でとでの書できまとにと

のと大議でめに。  
森森委委 ○各各全とののルはははにその場にめさで活活をににににので条条とにとじのに

縛かさににまと気きがに。市市のでめの条条でめにとにと ことき意えににとにに

ににま ことき大議でめに。  

［ 第１条 目的］  

河河河委委 ○協協とと、にまま、市市とにに、行川と平一にににとにと ことでめに。  

［ 第２条 定義］  

小平委委 【 質質】】 地地ココ ココココ各全」 きがじかさに。】 自自渡」 と 】 校校ココ コココ
コ協議渡」 の構構きがじかさに。  

≪今回≫校校、校校ココ ココココ協議渡、自自渡の三三三に分にににま、】 自自

渡」と、地地ココ ココココ の最小最最で、】 校校ココ ココココ協議渡」と、

自自渡に校校の各各各全各を加えで総河的さ各全でめに。  
渡渡委委 ○市市市市活活をのこまでの範範で捉えにのじ。効結き意えにま にじの（ 明明各）

じ大大。

渡渡委委 ○総河総総を実行にににま に当でま、行川だにでさま 、市市と平一にささに協協

にににさににま ことき重議でめに。  
渡渡委委 ○まままま まと市市の活活だにでとさに。市市での活活、海市での活活きにがさ

まままま まににさきさににま ので直直まままま まに関がまのさに活活でじ大議

でめに。  
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森森委委 ○官と官の協協とさにのじ。市市市市市での委連きとさににさがががま ににと思

と 。  
森森委委 ○協協とにとのと行川だにでとででさにじのを市民と平一ににさににま じのでめ

に。委委とにと三にがにと縛まきででに本当ににまでにこときででさに。本当に

対各さ関関にさかさにと協協と難にに。  

［ 第３条 基本理念］  

森森委委 ○この条条とにに気のめに人でまのでめにめさに、そとにと人でまを応応がに条条

でめさに欲にに。行川の協じか言がさにににとにと ことでとにに気き出にこさに。 

［ 第４条 市民の役割］  

川川委委 ○市市とにに、市市市市活活への参加に事めさにさがさかさにき、その際きＮＮＮ

さのの各全き本当の意意で市市市市活活を行さにににのじの判判き付じさに。Ｎ

ＮＮ法人と県き承認ににしし し しささにににので大大川だと思とき、そさ以市の

各全の活活に市市き安安にに参加ででににとに、しし し しがに全体き必議でとさ

にじ。  
本本委委 ○市市とにに市市市市活活に参加に努めさにさがさかさにき、その活活に対にに条

人だにでと限限きめままが。現現さま さまににめに隣隣市・地地とココ ココとル

シシ のを再再意直にでか小にと思と 。  
小平委委 ○地地を変えににま とにと気気まき平一重議でめに。その気気まきさにと地地と活

じさに。市の空気を吸さで人じじさにと地地の課課と意えにこさに。  

［ 第５条 市民活動の役割］  

本本委委 ○市市にと本多の活活各全きめままが。その中で名名に活活市活を知さににに市市

と平市でめにと思がさに。広ま 市市に理理ささににとＮＰ活活をにでか小にと思

と 。  
森森委委 ○自分のででさにこととででに人ににさにじかさに、自分の得意さ分平で活活をに

にににさがににのでとさにじ。そとにさで活活き市市に理理ささににとに協協を

ににしにに。  

［ 第６条 事業者の役割］  

森森委委 ○議事事の市役と寄付だにでとさにき、自分でまの活活を知さにじかさに協協をに

にじかえににとにがにことじ大議でめに。  
渡渡委委 ○議事事じ自分のででに範範で行活にににま ことでまままま まに参加にににま 。  
河河河委委 ○地地の建建事事き、市公公議各を請に負さにににとで、道道にじじさに意交の

じじまにさに枝を払さでま、側側の土をめをでまがににとさ地地地地活活じめ

に。に金だにでとさに。このにとさ活活と、市市の大大建建事事とにかさにの

でとさにじ。  
小平委委 ○第６条を根根に寄付を集めに各全きにでか、第５条にめに各全とににの社渡的意

義と責責を自自にしと言がわにを得さに。

小平委委 ○議事事のででに範範で支応がにとにとことと、横横びで支応にしとにと ことでと

さに。自かき考えに支応がにことでめにと思と 。

小平委委 ○農農の若大と、平農の大大大でめに。商商とと違と 。商商と地地の人との意交じ

か商商にさに。農農と、議事を支えにだにで精平精。にじに、自自渡さのの昔さ

きかのことでと中安的に頑頑さににさににに。  
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［ 第７条 市の機関の役割］  

河河河委委 ○地地に各各全き自分でまでにさににま とにと意意を気にでめににじに意意意意
を協めにのじ。さじさじ出出さに状状でめにじか、この条条き生まさで。市と、

情報き集まにのでそさを基に各各全へ事事にににま立場でめに。押に付にでとさ

ま 、市き引さ頑さににま ことき重議でめに。  

［ 第８条 方針の策定］  

小平委委 【 質質】】 協協」 きがじまにま に。】 協協」 とと、田田市の将出将を指がのじ。  
≪今回≫協協の協協と、具全的にのとがにのじとにとルルルを決めにこと。  

小平委委 【 質質】】 協協」 を平再決めでか決確さのじ。  
≪今回≫５年ぐかにを目目に意確がに予確。  

渡渡委委 ○協協の協協をのと浸浸ささににま じ。のとにと大法をとにじき大議。  

［ 第９条 行政活動における市民と協働の実現］  

小平委委 【 質質】 市公と何のでめに行さとのじ。  
≪今回≫状状を知さにじかに。意改がめで点を指指ににじかとでめ。  

川川委委 ○沿道渡明と、行川だにに責さににににじ小ま さかさに。住市に各各各全き委連

にに、取ま組むことで渡明だにでさま 色色さ効結（ 渡ににままとにと誇ま・住市

の委連感各）き期期ででに。その際、行川と、議事さのの保保に作事の安全対安

の大手でさのきし しのし き全体を整えにとにと三き小にと思と 。  
福福委委 ○旧旧市全旧旧に明明旧さのと校校同校、各全同校、市市同校ののさめにの場と

にに重議さ市役を担さにでで。にじに河合さのににま急急に人人に校校き増加に、

市全全で開開ささにはさのさき限かさにでで。今今、全校校でのはさのさ開開き

難にま にじ、条えがええし しに分ににの意交きででににと検検にでか小にと思と 。 
鈴鈴委委 ○ 】 声の広報」 でと広報広広関とははのし きにに目の不自不さ協のでめに、広報

に議渡だにまさのの市活をコルきに収収にににに。  
伊伊委委 ○ 】 にししのししが」 と市市活活各全の活活の発公の場でめにでめ行川行行でと

さま 、各全行行で企総にににま ことでにま小に活活発公の場とさに。でだ、渡場

の確保に広報各と行川で確保にににさに欲にに。  
伊伊委委 ○他各全と協協にさきか議事をにこささでき、そさそさの各全の思にきめにでめ

に互にを知にことき大議でめに。  
伊伊委委 ○稽稽場の確保にににに他各全の協協を得に渡場を借まににに。市公ににににじ

市に他各全の協協でででにににき、自分でまの活活を理理ににじかに協協を得に

にま のき今今の課課でめに。  
渡渡委委 ○住市に対にに本当に機機がにじ。条条がに協と分じさにににき、聞にににに協

に伝がさににさにさがとまま 機機にさに。  
森森委委 ○自分でまの活活に対にに支応ににじかえにさか委委とにと三にま補補金の協き

にに。委委だと本出の活活とと違さで三にささににまと場河きめに。  
河河河委委 ○協協じ地地の特特を活じが必議きめに。  
河河河委委 ○ 】 市公」 き競競を煽にとにと協方に留意にさにさがさかさに。活活をにかさに

ことじかしきしに他の各全じか馬馬にさささににとに、格格を煽かさににとにに

に欲にに。  

［ 第１０条 市民公益活動における協働の実現］  

川川委委 ○沿道渡明さのの活活と、自自渡だにで実実がにのでとさま 、老人渡さの地地に存
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現がに各各各全と委連にに対対がにことき重議にさに。地地にににに委連を実現

がにのと、校校ココ ココココ協議渡き中安にさにのき小にと思と 。  
渡渡委委 ○公表フしフコきルと校校同校き委連にに海海海海さのを実実にににに。そこにと

市市、活活各全、行川、学校さのき参加にににま、市市コのコルさと活活各全き、

教旧委委渡の行開に公開を申請にに市公実建を利利にに開開にににに。  
福福委委 ○】 にししのししが」の活活を活特明ににじかとでめにじ自自渡さのと委連ににと

のとじ。協協委連がさがに互にのいの し さにさにと思と 。条えが海海海海を行と

場河、】 にししのししが」 に渡収ささににに各全と委連がさが幅広ま 協協き得か

さにのでとさにのじ。まで市市各全と委連き取ささが広に海海目ををきルででに

じと思と 。  
平平委委 ○旧まに環環渡明さのと、平市の各全のしでの実実と効結き低ま その達構感と薄に

と思と 。市市に存現がに各各各全と委連にににま ことき効結的で重議でめに。ま

で、大企事じか条人商商まで同じこととででさにので、自分でまにめさで市市市

市活活に参加ににじかえが小にと思と 。  
渡渡委委 ○地地の中で活活にににま にと自自渡に校校と委連をにににじさにとででさに。普

段じかそとにと全体を作さににじさにとににさに。その中で市じコもルさににに

じさにさがににさに。  
岡本委委 ○各全同校の協協に対がに市の調整各ににににと、防防・ 防防フしのルのにとに、

校校、警警、消防消び事事を結び付ににま さに市の市役と大でに。  
河河河委委 ○各全同校との協協の協協ににににと、各各全の各人き意意をじさに行活にさに

さがさかさに。渥渡渥年渥渥渥渥渡にＪ Ｊじ条人の意意き変がかさにさが行川

き何をにさにじ難ににに、こじさにだにでめに。行川と、他各全への呼びじに

を行ささにじ相大の各全き自行的に活じさにとでに応応にに欲にに。  
河河河委委 ○産事渡産さのきめさが、農事、公事、商事さのの人の意交き図さにのでとさに

じ。Ｊ 。とじ臨海の情報とじき常にめま、そこに行にがにしにしさ情報き得か

ささが、農事と公事きま さにま ことじででにのでとさにじ。（ キキさキキはのと

じきはかとじ） コはサのフコののにと に新ににじのを生し出が場市とささが小

に。  
河河河委委 ○地地ココココココ の中でとまま にさににににじのとじ、ＮＮＮとのと思さにに

にのだしとじ。平一的に、ＮＮＮと専専分平にと強にき、全市的さ視平に幅広

に考え協き足まさに傾方きめに。委連調整と、市き推協にににま 必議きめに。  
河河河委委 ○特に、その地地の中にめにＮＮＮとさか、ＮＮＮの状状じ地地と知さにににに、

そのＮＮＮじ地地のことを知さにににので委連ににがにと考えに。  

［ 第１１条 活動環境の整備］  

福福委委 ○気気に集まさに場市き地地にと少さに。じさと気気に意交きででさが、にしにし

さはさのさに取組しきででにと思と 。その運運にと必が資資さのき必議にさにの

で、行川と気気に貸出きででに資資に活活保保を整えにま ささが小にと思と 。  
本本委委 ○河合にでことににま、市市に３にのつルルきめに。規規・建設・ 地地特各そさそ

さにが意意きめにき、現現ででに状状の中で市市市市活活き協協ささににと市の

機関と活活環環を整設がに。将出の実建整設ににににじ活活各全のが意意さのを

考考にに総総ににしにに。  
鈴鈴委委 ○市市市市特の高に活活をがに場河、市公実建（ 建設） を利利がに際にと、優優的

に実建き利利ででに全体にがに必議きめに。まで、ボボのココ の各全のＮＰに活

活ににににと関関市関さのき仲仲に入ま、運運、いのきル募集、紹仲さのをきし
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しのし きがに必議きめに。  
森森委委 ○実際の利利事じかの意意き取ま入さかさににとにににしにに。予予きめにじのに

にににと整設ささにき、そさ以市のじのに対にに柔柔に対応ににしにに。  

［ 第１２条 情報の提供］  

川川委委 ○市の補補議事ににさに、独独老人の意見まに安全対安をがに際にと、条人情報保

護法に即にで情報情理ルルルを作さで上で、市じか独独老人の情報を出ににじか

えににとにがにめででとさにじ。  
川川委委 ○鈴のじ渡さの鈴子の健全旧構さのの市公目的を含しでにに活活ににににじ、情報

情理管管協法き確立ででさが、条人情報を出にに行ににのでとさにじ。  
渡渡委委 ○防災さのににに救補を迅迅に行とでめに、独独独連の情報き必議でめに。現現、

市生委委に名名きめにき自自渡にじ必議でとさにじ。（ 地地ににさにと市生委委

じかの情報事子きさに）まで、昼民と若事きにさに独連き本にので独独老人の情

報だにでとさま 地地にめさで情報整設じ必議でとさにのじ。  
福福委委 ○地地の委連活活をがにでめに名名さのの情報き必議さ場河きめに。明書文文に独

独老人の意見ま安全対安さのをがに際にと、条人情報保護法に即にで情報事子を

がめででとさにじ。（ 特に今回明回と目中で止まさににでまがにので注意き必議

でめに）  
本本委委 ○市の補補議事ににさに、独独老人の】 のさめに活活」に安全対安を実実にににに

のだじか、条人情報保護法に触ささに範範で情報を事子がめででとさにのじ。情

理全体じ意直が必議きめにのでとさにじ。  
岡本委委 ○条人情報の事子ににににと、田原、自分の足で情報ととにめででめに。にじに、

平再入大にで情報じ異活きめま。そこのとこしと困に。にじに、基本と地校で把

握がめで。今の状状で小に。  
河河河委委 ○市じかの条人情報事子ににににと、厳にがしにとこしきめに。校校総渡ぐかに

と、信利ににしにに。  
伊伊委委 ○広報さのを使さに市市各全の活活の情報を発信にに欲にに。まで、市市各全と市

き意意意意ででに場を建ににと公に市の職委にじじさと市市活活を知さに欲に

に。  
伊伊委委 ○情報を公共がにことににさに活活きににがま さに。  
森森委委 ○渥渡旧の時としボシの文文各をににじかさににで。情報発信に協協ににじかえ

さがめまきでに。  
岡本委委 ○情報事子大段とににつルはとルとさののととはル媒全と広報広さのの紙媒全と

の違にとめまま無にと思と 。紙でじ意さに人と意さに。  
岡本委委 ○今回明書に各全のしボシを入さに場河、各各全き各校校へ依依にま にめでと考

えに。  

［ 第１３条 その他の支援］  

本本委委 【 質質】 指確情理事の協方とのとじ。  
≪今回≫指確情理事に委委ででに実建さのと検検にににに。専専知意のめに指確

情理事の情理ににさに市市コルサフの方上ささにこときででに。

小平委委 【 質質】 ＮＮＮに対がに補補金と支出にににさにのじ。  
≪今回≫各課にににに補補金を出ににににき、委委さのに三三き変がさにでにに

に。平本の窓人とににと支出にににさに。  
福福委委 ○自分でまで企総立事にでじのと、過過の議条を参考にがにでめ新新意に欠に、マ

のンの明の傾方にささにま に。市市じかののかきはフに情報を活利がにことにに
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ま新にに議事さのきでで、魅協めにまままま まに地地ででにと思と 。そののかき

はイル紹仲に情報収集に、行川に各各各全きがはき市とににきし しのし きににじ

かにでに。  
伊伊委委 ○活活をにににま 上で財川的さ支応き必議。補補金各の審調に評評をがに機関の

整設き必議でめに。  
森森委委 ○今の支応の三と市市の税金じか出にににき、にさでし市へ入にでめ市市き直直

各各全へ支応ににににがにでとさにので気気ま的に対各でとさに。直直市市じか

支応ににじかえににとさ体再きででさがにに。  
渡渡委委 ○市き支応をにに保全各にににじさにさがににさにじのじめにき、そさを活利に

さきか残にににま にとににさにさがににさに。まで地地にめさで残に協、活利の

仕協を考えに必議きめに。  
河河河委委 ○財川的支応ににににとその各全にでとさま 、その各全の活活に対にに支応き欲

にに。金金的さじのでさま とじ、場市とじ花とじでじめまきでに。  
河河河委委 ○市募公補補体再を行入ににじ市市き財川的支応の審調をがにのと難ににでとさ

にじ。でさままとにで審調基審を作に必議きめに。  
小平委委 ○地地ココ ココココ各全への財川的支応にににに今今と、に金の使目をにさじま

と市に報報がにことき必議にさにと考えに。

小平委委 ○活活と、に金で活ま がにでとさにき、継手的に活活がにでめにに金とにに。活

活の中中に対にに、にさじま、確承をがめで。財川的支応にとにさじまとにでマ

ココのルを作構がめででめに。

［ 第１４条 地域コミュニティ団体の位置付け］  

渡渡委委 ○まままま まの大にさにのと自自渡でめにき、昔と比めにと自自渡じ変がさにで

ににに。完全に崩崩がに名にじと平再立に直にき必議でめに。市市き自分でまの

自自渡に愛愛を気さに参加にににま ことき大大でめに。  

［ 第１５条 地域コミュニティ団体の責務］  

平平委委 ○自自渡さのの市委責期と最年再き本ま 、でだ行議を実実ににににだにでめに。疑

質に思と こしにと責期任任とさま意改安さの検検がにこときででさに。行川とに

にじ自自渡運運の市活を把握ににににでしとき小にと思と 。  
岡本委委 ○全全総渡渡の開開にににに、こさ以上の開開と難ににのでとさにじ。中学校最最

で開開がさがににのでとさにじ。まで、めまま距距的に違にがしにのでと意意き

さに。  
鈴鈴委委 ○ＮＮＮさのの各全き、本当の意意で市市市市活活をににににじの判判と付でまか

に。地地ココココココ各全き委連がにでめにと、第三事さのき審調さのをにに判

確がに必議きめにのでとさにじ。  
岡本委委 ○自自渡の課課に自自渡岡に対がに渥平じ、校校に校校ココ ココココ協議渡で、ま

が対応がにめででとさにじ。  
河河河委委○自自渡とＮＮＮとの意交ににににの意交の場と必議でめに。構回の甲鈴甲出場の

時のにとさ感じできフと、校校校でめにき、にじに、甲鈴甲で平全明がに。昔の

旧市全旧旧のにとさはさのさき欲にに。操法大渡ぐかににじさに。今、のさめに

きさに。上渡だに、飲し渡きさに。熱ま ささにじのき欲にに。  

［ 第１６条 市民等の責務］  

河河河委委 ○議事事ににににと、最低限のことだにと決めにじ小にのでとさにじ。  
河河河委委 ○ココ ココココ の参加ににににと、年年の上限を建にに必議じめにのでとさにじ。
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独独老人で高年の協に参加を議請がにのと無理きめに。  

［ 第１７条 市の機関の責務］  

川川委委 ○自自渡の渡岡と、最年再にささにとルフき本ま 、意改安を思ににま頃にと責期き

任がさににに。ことにでことを踏まえに、自自渡運運のめま協を市市市と自自渡

渥経事とで渥渥がに必議きめにと思と 。  
川川委委 ○渡岡き自か地地課課を理決にに行ま でめにと、活活を意意（ 意直に）がにでめの

でさじにき必議でめま、少さま とじ年２今回再の自自渡岡渥平渡を開開にでか小

にと思と 。校校総渡にと校校総渡渡きめま、色色さ知意を得に機渡きめにき、自

自渡岡にとそとにでこときさに。  
福福委委 ○自自渡市委と最年再で意渡がにことき本ま 、でだ行議を行とだにでめに。この場

河意改安さのを検検がに名に責期き任任にににまに、自自渡運運き衰衰にににま

とことき懸懸ささに。ことにでことを踏まえ、自自渡運運を行川と自自渡き検検

がに必議きめにと思と 。  

［ 第１８条 地域コミュニティ団体の認定］  

渡渡委委 【 質質】 各各全き申請にに初めに承確ささにのじ。  
≪今回≫そさそさの各全き自福申請をにに承確ささに。  

渡渡委委 【 質質】 私でま委委き承確をがにのじ。  
≪今回≫委委の協にと、審調基審さのを検検にににでだで、承確と市岡き行と。  

福福委委 【 質質】承確基審とののにとに決確がにのじ。地地ににさにココ ココココ さのの加
入入（ 参加入） き違とのでとさにじ。（ 農農地地と市市地地）  

≪今回≫校校総渡渡さのに相相・ 調整をに、地地の実情にめさで基審を作構にで

に。  
河河河委委【 質質】 承認各全の三三とのとさにのじ。  

≪今回≫校校、校校ココ ココココ協議渡、自自渡の三三三とさに。

平平委委 ○地地ココ ココココ各全の承確基審とののにとに判判がにのじ。基審さので縛ま

き強がしさににとににに欲にに。  

［ 第１９条 基金の設置］  

河河河委委【 質質】 基金へ積し立にに協法とののにとさ協法きめにのじ。  
≪今回≫今と、田資の運利市と寄付だにでめにき、市市き基金へ寄付にで場河、

市き上上さで基金を積し立にに（ マし しののマフさ協方）さのの協法じめに。

河河河委委【 質質】 自自渡きこの基金を利利がにことじ可機さのじ。  
≪今回≫可機でめに。にじに、既存の補補金きめさが利利ででさに。（ 条えが、

渥少年健全活活に福福活活さのと、既存補補金きめにでめ利利ででさに。）

新にに発発き必議でめに。

小平委委 ○基金の運利市を無理に使と必議とさに。積し立ににことじ視平に入さにめででめ

に。

［ 第２０条 協働会議の設置］  

特にさに  

［ 第２１条 委任］  

特にさに  

7



資料．４ 

構 構 協 目      

田田田田田田田田田田田の素素 

第１章 取取 の背背と現現 
（ １） 田田田で、田市市市ののののの のの必必ななな！

（ ２） 田市市市ののののの のの今！

第２章 基基基基  
（ １） 田市市市の基基基基

（ ２） 期期さささささ役役

（ ３） 方方ををの さ目目

（ ４） 方方を実実すさ年年

第３章 市市市市 の６あの指指 
■指田その１  回回市 の役役の役現 

〈 １〉 田市の取取ののの方

〈 ２〉 田市市市市市の取取ののの方

〈 ３〉 事事事の取取ののの方

■指田その２  行行行行 ・ 回回の推田 
〈 １〉 田市市市・ 市参ののの方

〈 ２〉 行行市市にににさ市市ののの方

〈 ３〉 田市市市・ 市市協協の公公

■指田その３  回回市回回 の推田 
〈 １〉 田市市市市ののの方

〈 ２〉 田市市市市の促促ののの方

■指田その４  回回市市市市 の支支 
〈 １〉 市市活活の整整ののの方

〈 ２〉 情情情情ののの方

〈 ３〉 人目・ 財行目財財財ののの方

■指田その５  地地 ココ ココココ 振振 

■指田その６  回回回回 まままま ま基基の運運 

第 章 市市市市4  まままま ま会議の運運 
第 章 実現5  に向けけの取取取取 
第 章 方指6  の評評 



第１章 取組の背景と現状                 

(１) 田原市で、市民協働のまちづく りが必要なワケ！

� 自自運運の自自自自・ 自自自の拡拡 

河合の写写 

○ 2000年の地地地地地地地の施施施施、国・ 県の関関が少
なな なな、市市市が自らの意意で決決ででで範範が拡拡

ささでささささ、責責さ重な なくくでくくく。  

○市市市市市さ施行行行さにな、施行行行の向向さ効効効

さ取な組んでんくんが、今今は、市市さの対対さにで地

域の実実さ即くく施施施施が地一重一さなくくんくん。  

� 市市の評価価ややややの多多多 

○田田市は、日日地の農農農農農を誇で農市地域さんと面さ、二二二を超えで国国国国

の工農工市さんと面を持ち、こさらさ関関んですすすす農さ盛んで、市市は様様な職

さ就で、ラララすラララ・ 価価価さ多様効くくんくん。  

○個個の主主が強な なでなく、安安安安な地域地地への欲欲、少少・ 高高効さ伴と福福

すすすす、環環対施なな、施行ニすニは個個効くながら増増くくでくんくん。  

� 総総総総ににに方向方け 

○市市今のくちのな なの指指さくく、平平 年年17 くら市市

の参増を得ながら二年二の検検を経く、第 次田田市次1
市合合が施決ささくくく。  

○次市合合の６つの地指の地つさ「 市市参増さ協協さにで

くちのな な 」 が掲げらさくんくんので、その実実さ取な

組む必一ががなくん。  

� 市市市市ににに成成向成への期期 

○安国地全の施施では地域地地さ対対ででなんこさくら、地地地地さにで市の地権拡拡

を踏くえ、市市が望む満満年の高んすすすすの実実実地さくく、国の誘誘施や補補補

を前前さとと、最最くら市市さ地一さ進めで施施実施さ期期が寄とらさくんくん。  

� 市市市市まままま ま条条の制制 

議渡の写写 

○ こと くく背背くら、各各の事前検検・議地の議決を経く、

平平 年 月田田市市市協協20 3 くちのな な条条が制決ささ、

協協を進めで基日条基が整えらさくくく。  
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(２) 市民協働のまちづく りの今！

� 地地ココ コやココ活活の経経・ 現現 

地地ココ ココココ 活活の

写写 

○田田市は、企農企企企を受企さつつ、住市自住を充実さと

でくめ、昭昭 年47 さ国のののラ指決を受けつつ、地域コ

ミ ミニミミ施施の取組を始め、昭昭 年60 くらは小小小小

位の活活活制（ 小校制） を構構くくでくくく。  

○平平 年15 ・ 17年の市市今は、市安域さ小校制を拡拡く、
市は活活活活さなで市市市を整整くくんくん。  

○市域拡拡や地域地地の多様効さ伴ん、身身な地域コミミニミミ への期期が高くでなく、

市は平平 年年17 さ地域コミミニミミ振振合合を施決く、小校くちのな な推進合合の施

決・ 実実ななさつんく、継継継さ支支くくんくん。  

� 市市活活の経経・ 現現 

市市活活の写写 

○市国さは、福福・ 文効・ 活体ななの団活や安国組全の地

域団活なな 300施向の団活が存存くくんくんが、婦個地
や青年団のにとさ組全が弱活効くくさのさがなくん。  

○各地各の次地団活さくく、地地社体団活関社協議地（ 文

効協地・ 活体協地・ 小小小小ＰＰＰ等）、ボラボミミ ボ関

社協議地（ 地地福福協議地国） が組全ささくんくん。  

○市市活活は、平平平年施施さ活地効く、地決特特特活活地個（ NPO地個） さ徐様さ増
増くくんくん。※H20年 月7 ： 15団団 

○市は、市市団活さ対く、事農の共共実施、活活支支を施ん、平平 年 月市市活活支19 7
支セボラす（ 田田文効地市国） を設設くくくく。  

� 市の機機と市市市の市市協制 

○市は、次市合合ななの施施検検さにんく、ボボアすア調調、各各団活各各企や公公市

市の地議参増、パパパ パ パコパボア制年ななさにで市市参合さ取な組んでんくん。  

○自住地等さは、多各多様な市の農業が委委ささくんくんが、今今は地域コミ ミニミミ

団活の自主地を尊重くながら、協協関協を整整・ 行改さとで必一ががなくん。  

○その他の市市活活団活さ市の協協は、施施ごささ施わさくんくんが、今今さでめ細く

ん施行すすすすを実実んで効効継な実手さくく、地一期期が寄とらさくんくん。  

� 団協団団の連連連連 

委連はさのさの写写 

○自住地さＮＰＮななの団活が関連んでこさで、互んの問

地を解決ででで可行地ががなくんが、実存、こと くく取

な組みは多な 見らさくとん。  

○活活ＰＰさ団活の関連を図でくめ、「 くみんのししし」、

「 福福のつなん」 ななのラなボアが施開ささくんくん。  
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第２章 基本理念                     

(１) 市民協働の基本理念  

みんなが、それぞれの役割を認識し、互いに理解と信頼を築きながら、

市民協働によるまちづく りを進めて行きましょう。

※み  ん  な ＝ 市民、市民活動団体、事業者及び市の機関   ※市民協働 ＝ 市民参加と協働 

※まちづく り ＝ 総合計画に掲げる将来都市像等の実現 

(２) 期待されている役割  

】 市市協協の基本理懸」の実現を目指がとで、そさそさに期期ささににに市役きめままが。 

�  市市に期期さささささ役役（ 4条）  

回回は、まままま まの主役とととの責責を自自と、地地への協関を高め、自ららららにらと

を考えと行市すにととすに、回回市市市市に田んら行行すにらとら求めらさとめます。  

◆条条でで、次のののの田市に期期ささささのす。  

○行政活動に参加・ 参画し、協働する（ 9条）

○市民活動団体等が行う市民公益活動に参加し、協働する（ 10条）

○身近な地域コミュニティ団体の活動に参加する（ 16条）

○市民協働まちづくり会議（ 20条）に加わり、協働促進方針策定に参画する（ 8条）

＊＊＊ 用語の定義 ＊＊＊ 

・ 市    民 …… 市内に居住している人、働いている人、就学している人、及びまちづく りに関わっている

人を指します。 

・ 市民公益活動 …… 自主的に取り組むまちづく り（ 総合計画を実現する活動） 及び社会貢献を目的とする活動

を指します。但し、宗教、政治、営利活動を除きます。 

�  市市市市市市に期期さささささ役役（ 5条）  

回回市市市全は、市市の社会社委社と責責を自自と、自ららららにらとを考えと回回市市市

市に取ま取み、まさ、広ま 回回に基理ささにさささ行市ら求めらさとめます。  

◆条条でで、次のののの田市市市市市に期期ささささのす。  

○行政活動に参加・ 参画し、協働する（ 9条）

○他の市民活動団体等が行う市民公益活動に参加し、協働する（ 10条）

○自らの役割を踏まえ、身近な地域コミュニティ団体の活動に参加する（ 16条）

○市民協働まちづくり会議（ 20条）に加わり、協働促進方針策定に参画する（ 8条）

＊＊＊ 用語の定義 ＊＊＊ 

・ 市民活動団体 …… 市内で活動する地域コミュニティ団体、NPO（ 非営利活動団体）、ボランティア団体、そ

の他のすべての団体を指します。 
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○地地ココ ココココ 各全に期期ささににに市役（ 5条・ 15条）  

回回市市市全の基基社市全ととと位位位にらささ地地ココ ココココ市全は、回主社かつ市

平ら回かささ運運にさにと、自主社に地地地地に対対すにらとさすら求めらさとめます。  

◆条条でで、次のののの地地ココココココ市市に期期ささささのす。  

○行政活動に参加・参画し、協働する（ 9条）

○他の市民活動団体等が行う市民公益活動に参加し、協働する（ 10条）

○地域課題への対応、他の団体との連携、市民等の参加確保、意見集約・代表する（ 15条）

○市民協働まちづくり会議（ 20条）に加わり、協働促進方針策定に参画する（ 8条）

＊＊＊ 用語の定義 ＊＊＊ 

・ 地域コミュニティ団体 …… 自治会（ 自治会・ 区・ 町内会など現在106 地区）、校区（ 20 小学校区） 及び

校区コミュニティ協議会（ 20 団体） を指します。 

�  事事事に期期さささささ役役（ 6条）

会事事は、回回市市市市の重会重を基理と、まさ、地地社会の一委とととの責責を自自と、

自ららららにらとを考えと行市すにととすに、回回市市市市に対とと人社・ 財行社に支支すに

らとら求めらさとめます。  

◆条条でで、次のののの事事事に期期ささささのす。  

○行政活動に参加・参画し、協働する（ 9条）

○市民活動団体等が行う市民公益活動に参加し、協働すること（ 10条）

○自らの役割を踏まえ、身近な地域コミュニティ団体の活動に参加する（ 16条）

○市民協働まちづくり会議（ 20条）に加わり、協働促進方針策定に参画する（ 8条）

＊＊＊ 用語の定義 ＊＊＊ 

・ 事業者 …… 市内で事業活動を行う個人、法人のすべてを指します。 

�  市の機機に課せせささささ役役（ 7条）  

回の機協は、そさそさの権権・ 能能の範範ら、回回行行と回回にさにまままま まの委社を自

自と、責責をすにと協協を役協すにととすに、回回市市市全の総総総総に取ま取むすのとすに。

◆条条でで、次のののの田の機機に課せせさささのす。   

○市民等が行政活動に参加・ 参画し、協働による実施を進め、状況を公表すること（ 9条）

○市民公益活動における市民協働が促進されるように取り組むこと（ 10条）

○市民公益活動を支援（活動環境整備、情報協力、人的・財政的支援等） すること（ ～11 13条）  

○地域コミュニティ団体の振興策を立案・実施するとともに、意見に配慮すること（ 17条）

○優良な地域コミュニティ団体を認定すること（ 18条）  

○市民協働まちづくり基金を設置・管理すること（ 19条）  

○市民協働まちづくり会議の必要事項を定め（ 20条））協働促進方針を策定すること（ 8条）

＊＊＊ 用語の定義 ＊＊＊ 

・ 市の機関 …… 執行機関としての市長・ 教育委員会・ 農業委員会・ 選挙管理委員会・ 固定資産評価審査委員会・

公平委員会・ 監査委員と、議決機関としての市議会を含みます。
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第３章 市民協働の６つの指針              

市市参加と協協にににまままま まを実現がにでめ、6にの指協を確めまが。  

市市各<1> の市役の実現 行川参加         <2> ・ 協協の推協 

市市民協協<3> の推協 市市市市活活          <4> の支応 

地地<5> ココ ココココ振振 市市協協        <6> まままま ま基金の運利 

■指針その１ 市民等の役割の実現             

市民、市民活動団体、事業者は、それぞれに求められている役割を実現して行きます。

〈 １〉  市民の取組のあり方 

まちづく りの主体であることを認識し、自らできることに取り組むとともに、

行政活動や市民公益活動の参加に努めて行きます。

 a.  市市市市活活への参加  

［ 現現］ ○市市の市市市市市市への参参ににににに、各各各の自自自に委ねねねににねね。  

ａ  

≪取取ポポポポ≫ 急急な高高高や環環環環なな、身の回りの課環を認認し、市市としととととととと取り取
むととむと、市市市市市市と関関を持ち、参参すとなすと、達達達・充充達を味わわわわ、

自らを達成ささと行ときす。 

■ 取取取 ◎まず、隣近所のコミュニケーション（ 関わり方） を見直すこと

から始める必要があるのではないか。 

■ 取取取 ◎地域の親睦団体や行事に参加するだけでも、地域内のコミュニ

ケーションを向上させるという点で意義のあることだと思う。 

■ 留留留 ◎市民は、行政から言われると行動する気がなく なってしまう場

合もある。市民の自主性を尊重することが大切。 

 a.  行川活活への参加  

［ 現現］ ○市市の行行市市への参参ににににに、各各各の自自自に委ねねねににねね。  

≪取取ポポポポ≫ 自らの生市環環を向向ささとささ、社社市向や行行行行と関関を持ち、市市としと行行
行行や施施を充実すと事事ななと参参（参参）しと行ときす。 

ｂ  

■ 取取取 ◎安全安心な暮らしのための防災・ 交通安全や、ごみ減量や省エ

ネルギーなどに個々 の市民として取り組みことができる。 

※行行市市への回回行行（ 行参） の田田につめとは、指田その２ら詳詳に定めます。  
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〈 ２〉  市民活動団体の取組のあり方 

自らの活動や、市・ 各種団体との協働を通して、市民等との信頼を築く とともに、

まちづく りに貢献しながら、自らの活性化を図って行きます。

 a.  活活ＮＰ・ 信依特の方上  

［ 現現］ ○田田市田の市市市市市市の中にに、独自独に関関市市と連連しに情情情やややややややややや

市市を市市にＰＰしににししのしししねねし、全全全にに周周さねににねささ。  

○事事事事を図しるるに、、Ｐ、法各法ねし市市しししねね。  

≪取取ポポポポ≫ 市市や関関関関と参参を呼びすびとささとび、自らの関関の市市活活・内内をＰＰすと
ととむと、適適と行行ささとわとととを自自自自・情情市情し、信信信の向向を図りきす。 

ａ  

■ 取取取 ◎団体の活動内容が評価・ 公表されていないため、安心して参加・

連携ができないので、第三者による審査制度を設ける必要がある。 

■ 取取取 ◎役員にならなければ分からない不透明な運営をしている団体も

少なく ない。これを改善しないと次第に参加が得られなく なる。 

■ 取取取 ◎市民に名前・ 活動が知られている団体はごく 一部しかない。もっ

と市民にＰＲし、理解されることが必要と思う。 

■ 留留留 ◎活動の歴史が長い団体は、運営を変更することが難しい面がある

が、活性化を図るには開かれた運営（ 情報開示） が必要と思う。 

■ 留留留 ◎それぞれが得意分野で活躍し、自分でできないことを得意な人に

やって貰うような社会で良いのではないか。 

 a.  市市市市活活に行川活活への参加・ 協協  

［ 現現］ ○市市市市市市の公公市市や行行参参・ 協協ににににに、各市市の自自自に委ねねねににねね。 

≪取取ポポポポ≫ 関関市市と影影を及ぼす社社市向や市の行行行行と関関を持ち、市市市市関関の立立
と出出とととと取り取み、市市環環の向向を図っと行ときす。 

ｂ  

■ 取取取 ◎福祉分野のボランティア団体は、単に自らの団体の取り組みを進

めることが、福祉のまちづく りの実践活動となっている。 

■ 取取取 ◎スポーツ団体は、自らの活動に取り組むとともに、市の施策の実

践や協力により、市民の健康づく りや生涯学習に貢献できる。 

■ 留留留 ◎参加も協働も、市民や団体の知識レベルが向上しなければ、充実

したものにはならない。田原市が全国に誇る図書館を利用して、

市民の知識向上を図ったら良いと思う。 

※行行市市への行行・ 回回の田田につめとは、指田その２ら詳詳に定めます。  
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〈 ３〉  事業者の取組のあり方 

自らの事業活動や、行政活動・ 市民公益活動への参加・ 支援など通して、

まちづく りに貢献しながら、自らの事業発展を図って行きます。

 a.  議事活活ににに社渡地地  

［ 現現］ ○事事事に、各事事市市の中や地地地地に貢貢しににねね。ねる、事事事事事に市市を結結し、

地地公公市市にし取し組さやにねねし、そねねに自自自に委ねねねににねね。  

≪取取ポポポポ≫ 事事市市と影影を及ぼす社社市向や市の行行行行と関関を持ち、事事事・関関関関の
立立と出出とととと取り取み、地地の発発と事事環環の向向を活目しと行ときす。 

ａ  

■ 取取取 ◎農業者は、安全安心な食料を生産しながら、農村地域の環境保全

にも貢献しています。 

■ 取取取 ◎商業者は、市民ニーズに応えるべき経営展開するとともに、商工

会の地域活性化のイベント等を通じて地域に貢献しています。 

 a.  市市市市活活への参加・ 支応  

［ 現現］○事事事自事や関連市市に、そねそねし可可や範範や、市市市市市市への地社社社、資資協資（ 寄

付付）、地会・ 資資付の提提ややを行っににねね。  

≪取取ポポポポ≫ 事事事の市市市市市市への協協協協と、その状状の地地社社へのＰＰとにり、事事事
（市市）の信信向向、地地地地及び市市市市市市の市信高へと発情しと行ときす。 

ｂ  

■ 取取取 ◎大企業と個人企業が同じことはできないが、規模・ 内容にあった

市民公益活動の参加・ 支援（ 人材・ 資金・ 資材等）の仕方がある。 

■ 取取取 ◎事業者も、市民公益活動に参加し、様々 な人や活動を知ることに

より、人材が育成され、事業活動を発展させる契機となる。 

■ 取取取 ◎日本一の農業産地という特性から、市民公益活動においても若手

農業者の参加の拡大を図ることが重要と思う。 

■ 留留留 ◎農業者は、ＮＰＯやボランティア団体に参加するというより、地

元の自治会活動の中心となって貢献している場合が多い。 

■ 留留留 ◎事業者からの支援・ 協力が得られるように、市民活動団体の内容

をＰＲする必要があるのではないか。 

 a.  行川活活への参加・ 協協  

［ 現現］ ○事事事の行行市市への参参ににににに、そねそねの自自自に委ねねねににねね。  

≪取取ポポポポ≫ 事事市市と影影を及ぼす社社市向や市の行行行行と関関を持ち、事事事・事事事関関
の立立と出出とととと取り取み、きちままりの推協と事事環環の向向を図っと行ときす。 

ｃ  

■ 取取取 ◎事業者団体の代表者として、市の施策づく りに参加することで、

地域全体の発展と、自らの事業環境の改善を図る。 

■ 取取取 ◎専門性・効率性等を活かし、市の施策の一部業務を受託すること

で、行政の効率性向上に貢献する。 

※行行市市への行行・ 回回の田田につめとは、指田その２ら詳詳に定めます。  
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■指針その２ 行政参加・ 協働の推進            

みんなで、行政活動への市民参加・ 協働を進めて行きます。

〈 １〉 市民参加・ 参画のあり方 

市の機関は、市民ニーズにマッチした施策内容とするため、情報を公開し

みんなの参加を得ながら、企画・ 実現して行きます。

 a.  積積的さ行川情報の市開  

［ 現現］ ○行行情情に、定定定行ねし広情るにね付と、随随随行ねし施施パパパパパ パやパパパパパねし

付に掲掲し、校校・ 自自地を経経ねし総総総総としに、市市に伝えににねね。  

ａ  

○パパイやイパ パ・ やややややや（ 市、市市地付）ややややややパや（ 市行市組、市地中議付）、

電電ににし声の広情、市行ほやしさ講講・ ・やしやし講講付や情情を提提しににねね。  

≪取取ポポポポ≫ 情情情情ののポのポのを考考し、内内と応じと方方を選選・整整すとととむと、市市と広情
紙やややややややや番取と関関を持っと貰えとにえ、受び手の側と立っと工工しきす。 

■ 取取取 ◎市民から掲載内容の希望を取り、自分の見たい時間に利用できる

インターネット・ホームページによる情報提供の充実を図る。 

 a.  行川活活への市市参加の拡大  

［ 現現］ ○新るや施施事事やパパパパ・ 行事付にににに、広情るにね、パパパパパ パ、市やややややや付

や市市付にに周ねさし、市市付ににし実施や行事への参参を呼びびびににねね。  

ｂ  

≪取取ポポポポ≫ 市市市が参参しやすわ方方（手方・日日・立場市）と改改すとととむと、内内と応じさ効効
活なＰＰを検検しきす。きさ、市市市が参参（充施）すとすすすポを示さとにえと工工しきす。 

■ 取取取 ◎市民活動団体や事業者団体の情報連絡（ 会報・ホームページ等）

に関連する行政情報を掲載して貰い市民等にＰＲする。 

 a.  市市市募委委の行入  

［ 現現］ ○平結 年年15 びね方方・ 計計付の検検地市付を設びし会場、法法の制制しやに制し、各各各各

や市市公市委社を市募し、幅広に市市の意意を把把しやしね検検を進るににねね。  

ｃ  

≪取取ポポポポ≫ 課ごとと募募しとわと市市市募市市とわわと、統統統統とにと取取取取（選考取取市）の
明明高を図り、応募事応の拡拡を活目しきす。 
実状としと、市市市募市市への応募び多まなわささ、多応の応募が得らさとにえと、社会

情開方方・検検内内の改改と取り取みきす。 

■ 取取取 ◎『まちづく り市民塾』を創設し、まちづく りに関心のある市民が

行動するための知識を修得できるようにするとともに、公募委員

候補者を養成したら良いと思う。 
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 a.  市市活活各全各への参総議請の整理  

［ 現現］ ○毎年年、方方・ 計計付の検検地市、施施施進の協市地やや多多設多さね、やびにに 20以以の
地市に参参ねし市市総団事ししし、市市団団の負各とやっににねね。  

ｄ  

≪取取ポポポポ≫ 施施検検への参参参参が関関の過過な負負とならなわにえと、活活と応じと社会の統統
合・整整を図りきす。きさ、参参参参の際とび、市市市の男男男合とむ留留しきす。 
幅広わ留意が把把とととにえ情開開開・年年スやススやや市を改改すとととむと、寄さら

ささ留意の反反と取り取みきす。 

■ 取取取 ◎各種団体の代表者は必然的に年齢が高く なるため、若者の意見を

聞き入れる仕組みをつく ることが必要。 

■ 取取取 ◎その分野内の団体における意見を調整する仕組みがあれば、市か

ら要請される会議への参加は、複数の役員で分担できる。 

 a.  がえの し しコいのさ体再  

［ 現現］○パやパ パ パパパパパの手手きに関ねし要要を制定し、市市市事市市や市ややややややや公団し、

市市意意を反反ささやしね、計計付を施定しににねね。※平結 年年18 ・ 平結 年年19 ： 22件 

≪取取ポポポポ≫ 実状としと、情出留意が少なわとと、手手とと２月月統を参すとささと計参検検スやスス
ややが圧圧ささとななの課環ががとささ、統統の意見しを検検しきす。 
統方活な原原の情示と留意の受取となとととすら、日日すら、市の情情を分すりやすま

市市市と情情し、達関を惹とわび、整理しと頂びとにえな情情の情情と取り取みきす。 

ｅ  

 b.  市市意意の事事体再  

［ 現現］ ○市市びねの意意・ 提提に、市市市・ 支市付に設多さねる『 提提提』、田田市やややややや投総

パやコや『 市市の声』ややや募るねねる後、関関各各に送付（ 定定全に部部地市や情報）さね、

関連施施に反反ねしととしに、提提事に回回しににねね。  

≪取取ポポポポ≫ 実行の情原統統を充充しわわ、日日事日とにわと寄さらさと留意を含さと、市市の留
意・情原と対し、市すら十分な説明が行わさ、留向を反反しさ具関活な取取が協さらさと

にえな対応方方を研研しきす。 

ｆ  

 c.  意意意意のでめの渡議開開  

［ 現現］ ○各事事の関関市市や構結ねし協市地の設多、地地パコ ココやコ市市を中中とねし行行行行地の

事開、各各市市自開ねし総地付への出出ににし意意把把に取し組さやにねね。  

≪取取ポポポポ≫ 市市協市社会を始さとすと各各協会社各各、行行行行社情開、各各社会市への出出と
にり、各各関関の個個留意及び総留の把把と努さきす。 

ｇ  

■ 取取取 ◎市長との対話を希望する市民活動団体を公募し、複数団体合同の

対話集会『市長の日』 を設け、意見交換を行う。 

 d.  ののとルさ調調  

［ 現現］ ○総場計計の実現現実を把把ねし市市意市市市（ 3年ごと市市・ 市市・ 事事事事に実施）、各事事
ののパややパ市市（ 定定独に随随） ににっに、統計全に市市意市付を把把しににねね。  

ｈ

≪取取ポポポポ≫ 施施充施とにびと客客活な根根根根となとにえ、調調方方（充施日実・対対・各環・回回方
開市）を改改すとととむと、回回回の向向を図りきす。 
都市都都なな多方多な自自と複合ささ、本市の強み・弱みを把把しきす。 

10



〈 ２〉 行政活動における協働のあり方 

市の機関は、みんなで取り組んだ方が、少ない経費で高い効果が得られる業務

を見つけ、責任・ 費用などを明確にしながら実施して行きます。

 a.  地地ココ ココココ 各全との協協（ 委委）   

［ 現現］ ○地地パコ ココやコ市市にに、ごご収募会の管管、交交交全の啓随市市、広情るにね付の総総文

布、公公・ 排排施設の管管ややの事市に参えに、パパパパや講講地への参参や公公委社施公や

や地地関関事地にににに幅広く 依依し、協資を得ににねね。  

ａ  

○地地パコ ココやコ市市ににににに、市びねの依依事市や行事参参し大きや負各とやし、市市自

事し抱えし地地各地への対対に手し回ねやにとにら苦情し聞びねねね。  

≪取取ポポポポ≫ 市各課すらの依信依活を整整すとととむと、自自社市の規規・能協と応じさ依信内内の
検検や、依信事依の年年スやススやや・内内を示すとととにり、負負の軽軽を検検しきす。 
地地コのスコやコ関関の抱えと課環を考考し、市すらの依信依活と取り取むとととにり、

地地課環む同日理同とととにえと工工しきす。 

■ 留留留 ◎自治会長等は、時間的拘束が大きすぎて受けて貰えなく なってい

る。地域コミュニティ団体と市による改善の検討が必要。 

 a.  地地ココ ココココ 各全じか議要への対応  

［ 現現］ ○地地パコ ココやコ市市の持に地地各地（ 生市生生の整整、諸制年の改改付） に関ねし要要に、

行行行行地、校校総総地、総団事ににし随随の要要ににっに行わねににねね。  

ｂ  

○市の機関やに、総市各独に各事事各にににに、こねねに対対ねしととしに、平結 年年19 びね

に校校ねパまく しのままパまやに連連機可（ 地地の希要把把） を持るさににねね。  

≪取取ポポポポ≫ 地地コのスコやコ関関の参要内内を明認・整整すとととむと、統一となっと対応施や統統
改改と取り取みきす。 
市の機関が充施すと個個の施施とわわとむ、全関の市公信市を明確しながら、その地地

と即しさ協さ方を検検しきす。 

■ 取取取 ◎校区（ コミュニティ協議会） で決定した地域独自ルールについて

も、市の条例のように制度化（ 義務化） できないか。 

■ 留留留 ◎自治会の課題について、校区（ コミュニティ協議会） でまとめて

要望する仕組みが理解されていないのではないか。 

 a.  特確事事の市市委委（ 市指確委委）   

［ 現現］ ○専専資専し必要とやし市の事市ににににに、多多法への対対や効効自の観観びね、有資専事の

採採や公社の資専取得ににし対対びね、外部委外（ 事事事付） ににし対対に切切えににねね。 

ｃ  

○専専可資を生びしるかややかと効効自の向以を目目しに、事事事や市市市市市市を対対とねし

公公施設付の目定管管事制年を導導しににねね。※平平 年年年年20 ： 34施施 

≪取取ポポポポ≫ 目指指整統統を含む既既の市委と参え、協市対対事事のすスポのすの、責責・達効の男り
振りなな統統のがり方を検検し、事日内内と応じさ協市の推協を図りきす。 

■ 取取取 ◎利用する団体等が主体となって、施設を管理運営（受託） するこ

とにより、施設利活用の向上を図る（指定管理者制度）。 
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 a.  市市各じかの事事ににに協協議事（ 市市委委）   

［ 現現］ ○市の機関し実施ねすき事市にににに、市市市市市市の提提ににし実施（ 市市し受外） しににし

事事に、生生生生事事ややに意ねねねねし、広く提提に対対ねし制年にししねささ。  

≪取取ポポポポ≫ 市市・市市市市関関・事事事の側すらの情原とにと協市事事の充実と向びと、競競競競
対対事日との市公信を明確すとととむと、地経経指・実期ささと達効明認ななの仕取みを

検検し、早実充施を図りきす。 

■ 取取取 ◎市民・ 団体・ 事業者が、それぞれ身近な道路の除草など管理を行

うことで、まちづく りに貢献する仕組みづく りが必要だと思う。 

■留意観 ◎事業内容によっては、委託事業よりも補助金の方が自由にできる。 

 a.  様色さ協協三全の行入  

［ 現現］ ○市の施施のやびや、市市・ 市市付と一一にやっに取し組ねやにと結成を以げねねやに事市やや

ににににに、協市地付を設びに事市を進るににねね。  

○柔柔や対対し必要とやしパパパパ付やに、市市付ににし実行委社地方実や実施しににねね。  

≪取取ポポポポ≫ 事日内内と応じと、充行市市社方開ののす、市市市の得留分得を生すさとにえな協市方
開の導競と取り取みきす。 
ＰＰＰ（ププププププププププププププププププププ）、ＰＰＰ（パプパパパププププププププパプププププパプ）ななの行

行と市年の特信・能協市を生すしさ方開とにと事日充施を協さきす。 

■取組取 ◎緑のまちづく りのように、市が花の苗を育て、市民・ 団体等が定

植・管理を分担して進める形が良いと思う。 

■取組取 ◎市・ 市民活動団体・ 事業者が連携し、環境美化や交通安全などに

対応する協議会は、参加者自身の意識改善の効果もある。 

■取組取 ◎田原市は、他の自治体に比べて、財政面で信用力が高く 、ＰＦＩ

など民間活力の導入した手法が実施しやすい。 

■取組取 ◎以前行われていた町民体育祭のように、地域が競い合うイベント

を行い、地域内と市全体の連帯意識を築く 必要がある。 

■留意観 ◎実行委員会方式のイベントでは、もっと市民団体に役割や責任を

持たせた方が達成感のある内容になるのではないか。 

〈 ３〉 市民参加・ 協働状況の公表 

市の施策・ 業務への市民参加・ 協働の状況は、毎年、公表することで

やり方の改善や、新たな参加の拡大を図って行きます。

 a.  協協渡議への報報・ 平一市公  

［ 現現］ ○市市参参・ 協協ににににに、各個に現実を公団しににししのしししねねし、こねねをねとるに

公団しににししのにししねささ。  

≪取取ポポポポ≫ 毎年、市市参参・協市状状を依活個と取りきとさし、協市社会や統一市市と市公し、なの
にえな分得・事事と参参・協市が行わさとわとのす示し、他の関関が参参・協市を考えとと

っすびとなとにえと工工しきす。 

ａ  

ｅ  

ｄ  
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■指針その３ 市民間協働の推進              

みんなで連携しながら、市民公益活動を進めて行きます。

＊市民間協働：市民公益活動における市民・ 市民活動団体・ 事業者の相互の協働 

〈 １〉 市民間協働のあり方 

市民公益活動によるまちづく りを推進するため、市民、市民活動団体、事業者が

得意な能力を生かして、相互の連携（ 協働） を進めて行きます。

 a.  市市市市活活にににに委連・ 協協・ 応補  

［ 現現］ ○パパパパににびし市市の連連や事事事の協資やや、市市公公市市ににににし協協し行わねにに

ねねし、その現実に把把さねににねささ。  

≪取取ポポポポ≫ 市内の市市市市関関やその市市内内が知らさとなわささ、きま、そさらをＰＰしながら、
関連・協協・援援とにっと理同とととととを把把し、その協協を図りきす。 
各各関関市の市市活活・内内が異なとととすら、とさらの協市を協さとささとび、関連

すとええとのややや（約約ごと）の明明高む必参となりきす。 

ａ  

■取組取 ◎食事やお酒を飲みながら腹を割って話せる交流会は、数回の会議

よりも効果があるので、市民団体主催で実施すると良い。 

■取組取 ◎事業者は、農業・ 商業・ 工業のそれぞれの団体内にしか交流がな

いので、全体が集まる場を設け、産業連携を進めることが必要。 

■ 留留留 ◎自治会と地域外のＮＰＯ等との連携は、地域から見た意見や、外

から見た意見を互いに知ることで活動の参考にできる。 

■留意観 ◎市民活動団体同士の交流・ 連携を進める際、市は直接介入しない

方が良い。 

■留意観 ◎地域コミュニティ団体から活動場所を借りているが、今後も協力

を得るには活動を理解して貰うことが重要と思う。 

■留意観 ◎市民団体の協働では、まず、それぞれの団体の思いを知ることが

重要となる。 

■ 取取取 ◎市民から直接、各団体（ 市民公益活動） に経済的支援ができる制

度があると良い。 
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〈 ２〉 市民間協働の促進のあり方 

市の機関は、市民同士の協働が進むように、交流の場・ 機会を設けて行きます。

 a.  市市民協協の協協のでめの支応  

［ 現現］ ○市の機関に、市市公公市市ににびし市市付の連連を進るしるる、市市市市支市セパイやの設多

や市市をＰＰねしパパパパ「 しごさのししし」 の事開を支市しににねね。  

≪取取ポポポポ≫ 市市市市市市とにびと関連の留向（他の関関と対すと協協参参市）や充実状状を把把す
とととむと、関連・協協・援援が協さらさとにえと情情ネすポネやネの開達や市市・人人情

情の把把・情情と取り取みきす。 

ａ  

■ 取取取 ◎市民、市民活動団体、事業者から、市民公益活動として利用可

能な施設の情報提供を受け、必要な団体に伝える仕組みを作る。 

■ 取取取 ◎警察、消防、事業者が連携して、校区防災フェアーを実施して

いるが、これらを結びつけてく れる市の役割は大きい。 

■ 取取取 ◎自治会など地域コミュニティ団体も「 しみんのひろば」に加入

し、連携を深めたら活動の幅が広がると思う。 

■ 留留留 ◎「 しみんのひろば」は、市民団体の発表の場であり、団体主導

で運営すべきで、市の役割は場の確保とＰＲで良い。

◆東三河５市連携による市民活動ポータルサイト「どすごいネット」 ＊イイイイイイイイ イイイイイイ 
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■指針その４ 市民公益活動の支援            

市の機関は、活動環境の整備、情報提供、人的・ 財政的により市民公益活動を支援します。

〈 １〉 活動環境の整備のあり方 

市の機関は、市民公益活動のための施設整備、施設利用の利便性向上や、

安心して活動できる環境の確保に取り組んで行きます。

 a.  実建各の整設・ 利利意改  

［ 現現］ ○市市活観としに、総法地文、各各公公、団市施設に参え、各校校に市市文付を整整ねしととし

に、パパイやイパ パににし公公施設公公シかややににし利利自の向以に取し組さやにねね。  

○地地社社市市連連協市地にににに、公公自の高に行事にににに、総法地文付を利採ねしパパパ

パ付の事開開開・ 会市の事事市整を行っににねね。  

≪取組ポパパパ≫ 旧旧旧びね議継しる公公施設の維持管管経維の負各し大きく やっににしことびね、
施設の統統場を視事に導ねに、効効全や施設団団・ 利採のしし方を検検しねね。  

ａ  

■ 取取取 ◎遊休施設の市民公益活動への提供が検討されていますが、現状で

は、利用時の維持管理経費の負担が利用のネックとなっている。 

■ 取取取 ◎公益性の高い事業は、優先使用（予約）できるようにするともに、

使用料の減免を行う。 

■ 取取取 ◎公共施設の優先利用等調整ルールを制度化し、その運用状況を一

般公開する。 

■ 取取取 ◎各団体にとっては必要だが、使用頻度が少なく購入するまでには

至らない器具・備品を市で揃え、みんなで使う。 

■ 留留留 ◎児童クラブの影響で市民館の利用が満杯になっている。市の施策

で利用する際にも調整を十分にする必要がある。 

■留意観 ◎利用者からの意見を取り入れ、施設の改善して行く 体制が必要で、

柔軟な対応ができるように予算を確保して欲しい。 

 a.  市市市市活活の環環整設  

［ 現現］ ○ソパパ面の生生整整としに、市市付し交中しに市市公公市市に取し組るしにらに、市にににに

市市地地市市市市市市制年を設び、一定の範範田や傷市市市をしににし。  

≪取取ポポポポ≫ 市市信の高わ市市とわわと、市市社社市市市市市市統統を継手し、主開事及び参参事
の傷市市と対応すと関統を整えとととむと、参参事の自自責責と、市市信市市としと負負

すと部分を充実と即しさ分すりやすわ区分びを工工しきす。 

ｂ  

■ 取取取 ◎どのような活動・ 団体に対して、ふれあい保険が対象になるのか

をわかりやすく 市民等にＰＲすることが必要。 

■ 留留留 ◎行事に参加する際、嘱託員（非常勤公務員） の立場と市民として

参加する場合では、取扱いに改善が必要な不合理面がある。
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〈 ２〉 情報提供のあり方 

市の機関は、市民公益活動の情報発信に協力するとともに、

個人情報保護に留意しながら、必要な情報を提供して行きます。

 a.  市市市市活活の市市各への情報事子  

［ 現現］ ○公公自の高に市市（ 公開・ 後市事事付） ににににに、可可や範範田や、広情るにね、市ややや

ややや付や紹紹ねしととしに、総総総総ににし総総文布・ 回回、公公施設付へのポかイや掲掲

ににし、市市へのＰＰに協資しににねね。  

≪取取ポポポポ≫ 市市市への市市情情の情情び、主と総総総総とにと配配・回回とにりきすが、単と情情
量を増やすやびとなま、情情の受び手が分すりやすまなとにえ工工しきす。 

ａ  

■ 取取取 ◎ボランティア団体のメンバー募集・ 活動ＰＲを、市の関係課が支

援することによって、その分野の市の施策が進むのではないか。 

■ 取取取 ◎東三河５市で協働運営している市民活動のポータルサイト「どす

ごいネット」 をＰＲし、市民活動団体の情報を幅広く 発信する。 

■ 取取取 ◎総代文書で配布するチラシが多いので、出来るだけ広報の中に集

約し、すべての情報は市ホームページで見られるようにする。 

■ 留留留 ◎総代文書による文書配布は、単に情報提供ではなく 、地域のコミ

ュニケーションにおいて重要な役割がある。 

 a.  行川情報の事子  

［ 現現］ ○市や把把やきし市市市市市市に有公や国国付の情情に、極資に周ねさしにらにしににねね。  
○市し保有ねし住市情情付に、各各情情保個法・ 条取の取し扱に基基に従ら必要ししし、現現と

しに市市市市市市にに提提しににねささ。  

≪取取ポポポポ≫ 個人情情を悪悪しさ犯犯が多発すとなす、明充な情情指整関統が必参となとととすら、
とさらと配考しわわ市市市市と情情を情情ととと方方を検検しきす。 

ｂ  

■ 取取取 ◎愛知県地域づく り団体連絡交流会や国県の各種支援施策を関係

団体に紹介する。 

■ 取取取 ◎安心安全のための実施する市民公益活動に対する住民情報つい

て、個人情報保護に適合する仕組みを検討する。 

■ 取取取 ◎市の補助事業として実施する場合、個人情報の適正管理の仕組み

を検討して、住民情報を出せるようにする必要がある。 

■ 留留留 ◎本来、住民情報は、隣近所の地域コミュニケーションで集めるこ

とが理想であることを常に意識する必要がある。 
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〈 ３〉 人的・ 財政的支援等のあり方 

市の機関は、必要に応じて、市民公益活動に対して、人的支援、財政的支援、

その他の支援を行います。

 a.  市市市市活活への人的支応  

［ 現現］ ○各資社結に市役に講講地・ 講講付の事開、市市市市支市セパイやににし市市活行や校校ねパま

く しのままパまや（ 各各公社） の社社ややににし活行事市を行っににねね。  

≪取取ポポポポ≫ 市市市び、様個な立立と各各関関と接すと機社を各びとととと、市市市と市市場の相相
整理や信信の構構を協さとととむと、自らの意認の向向む図りきす。 

ａ  

■ 取取取 ◎市民公益活動への市職員参加に加え、市の業務に市民活動団体の

メンバーを参加させるという方法も人材育成になる。 

■ 取取取 ◎市民活動団体に必要なアドバイザーとして、市の職員（専門分野）

を指名できる制度を設ける。 

■ 取取取 ◎国の制度を利用して、全国で活躍する各分野のスペシャリストを

アドバイザーとして来て貰うことで突破口が開ける。 

■ 取取取 ◎市民活動支援センターの開設日・時間を拡大し、団体からの相談

をしやすく する。 

 a.  市市市市活活への財川的支応  

［ 現現］ ○地地パコ ココやコ市市や各事事の市市に対しに、市の施施施進に関連しる市補資し支出さねに

にねね。  

≪取取ポポポポ≫ 市市市の市市市市市市とにっと、効効活すわ効回活ときちままりを推協すとささ、市援
金金金ななと取り取みきす。きさ、市市市すらの情原提市援事事とわわと、事事の継手

信や他の支援とのととポス市を検検しながら導競を検検しきす。 

ｂ  

■ 留留留 ◎市民公益活動に対する公平な支援を実現するルールを検討し、補助

金の既得権意識を無く す必要がある。 

■ 留留留 ◎すべての補助金について、事業内容・金額・ 成果等を市民に公表し、

市民の評価を受ける必要がある。 

 a.  市市市市活活へのその他の支応  

［ 現現］ ○市の施施に場合ねし市市公公市市（ パパパパ付） ににににに、公開独に後市し、施設利採の減

免や市市のＰＰに取し組さやにねね。  

≪取取ポポポポ≫ 共開・後援市の取り取わを明明高すとととむと、優優市市公優統統や市活認公統統の検
検なな市市市市市市の協協施と取り取みきす。 
市市市が必参と考えとわと市市市市市市を把把しさ向と、コやニと即しさ支援内内（環

環・人人・財行財財）とわわと検検しきす。 

ｃ  

■ 取取取 ◎イベント等の共催・後援等の制度化し、その運用状況を公表する。 

■ 取取取 ◎活動活性化のためにハードルの高い表彰制度を設ける。全部の団

体が自動的に貰えるようでは意味がない。 

17



■指針その５ 地域コミュニティ振興             

みんなで、まちづく りの基礎となる地域コミュニティ団体を振興して行きます。

〈 １〉 地域コミュニティ団体の活性化のあり方 

みんなで、地域コミュニティ団体の活性化に貢献して行きます。

� 市市・ 市市市市市市・ 事事事の参参 

 a.  市市の加入・ 活活参加  

 b.  市市活活各全の加入・ 活活参加  

 c.  議事事の加入・ 活活参加  

� 市の機機の支支 

 a.  地地ココ ココココ 各全の振振安  

 b.  地地ココ ココココ 各全の意意の反本  

 c.  地地ココ ココココ 各全の承確体再  

(２) 地域コミュニティ団体の取組のあり方 

地域コミュニティ団体は、まちづく りの基礎的となる活動に取り組んで行きます。

� 市市市の参参機参の確確 

 a.  加入・ 参加の拡大  

� 機関市市との連連 

 a.  地地ココ ココココ 各全との委連  

 b.  地地の各各各全との委連  

� 意意の集集・ 代代 

 a.  意意の把握  

 b.  意意の渡公  ｂ  

ａ  

ｂ  

ａ  

ａ  

ｃ  

ｂ  

ａ  

ｃ  

ｂ  

ａ  
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■指針その６ 市民協働まちづく り基金の運用        

市民協働まちづく り基金を、市民の連携、地域振興、市民公益活動の活性化に、

みんなで有効活用して行きます。

〈 １〉 基金管理のあり方 
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現在又は今後の市民公益活動の資金を確保するための基金を、適切に管理します。

 a.  河合特条合積立市分の情理  

 b.  平一寄付各ににに積立市分の拡大  

 c.  平一寄付各ににに積立市分の情理  

〈 ２〉 基金運用益等の活用のあり方 

みんなが必要と考える市民公益活動に、基金の運用益を活用して行きます。

 a.  河合特条合積立市分の活利  

 b.  平一寄付各ににに積立市分の活利  ｂ  

ａ  

ｃ  

ｂ  

ａ  



第４章 市民協働まちづく り会議の運営            

(１) 運営方法   
条条消び実行規原各に基まで、市市協協まままま ま渡議（ 以森】 協協渡議」 とにと 。）

を運運にまが。  

� 参会の委委 
○市市市市まままま ま会会は、市市協協協協の策策・ 改策、市市に関すす施策施の検検すす

たた、市市が選選すす 15人人人の委委で構構します。  
○委委委委委は、公公市市、市市市市市市の関関委、事事委市市の関関委、市の機関に属す

す委、学学学学委施で、選選ささた委委の選任は2年年です。  

� 参会の運運 
○委委委選ににま、会市、副会市 名1 を選選します。また、会市は、会会を代代し、会会を

総総すすすすすに、会会を招招し、会市すとまます。  

� 参会の開開 
○平平20年年は、協協協協協協の策策を中中に４回～５回の会会を予策し、平平21年年かか平
平24年年の場場は、年2回を策定会とし、必必な案案ががが場場は臨臨に追追追追すがすの
としとす。

(２) 協議事項 

協協渡議の協議議協を次の３にに校分に、そさそさ協議にまが。  

� 田田市市市田田田田田田の策策・ 改策市 

○協協策策 …… 市市、市市市市市市、事事委事び市の機関が、そさそさの権権・ 義会・
役役を認学し、相委総相す信信のすすに、市市市市す市市ににすまままま

まを推協すすたた、本市の現現を踏ままま一策任年の取取協協を策たます。

○現状状認 …… 市市協協協協に掲げす「 取取の協進」事び「 目目目構施」の現状を状認・
評評します。

○協協改策 …… 取取の実現現状施を踏まま、市市協協協協を改策します。

� 田田田田田田に機わわ施策の検検 

○行行市市す市市の協協に関すす施策

○市市公市市市にににす市市の協協に関すす施策 

○市市公市市市の支支に関すす施策

○地地ココ ココココ市市認策団団事び地地ココ ココココ振振・ 支支市支

○団基市基の施策（ 寄寄寄寄、運運運運運運）

� その他の必必事必の調調 

○その他市市に関すす調調事調  そそ他他他他他運 
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第５章 実現に向けての取組姿勢               

この協協に掲をに協目き実現ささ、構結を上をに名事とにに、】 相互理理と信依の構構」

き不可欠でめにとにと承意じか、市市、市市活活各全、議事事消び市の機関き公交にに取ま

組む必議のめに基本基基を示にまが。  

� ああああ運運 

�会会ルルルル遵遵 

�持持持な学学学学 

�全全とととル節節（無無無あいとなあ） 

�男男男男男男 

�幅幅あ世世ル男参 

�多多多男多 

第６章 方針の評価                    

田田市の現状と把握に、この協協をにま小にじのに意改がにでめにと、取組状状を確承・評

評がに必議きめままが。  

(１) 取組状況の把握 
この協協安確じか 3年今とさに平構 年再23 に、協協の各協目に関がに市市、市市活活

各全、議事事消び市の機関の取組に情報を収集・ 整理にまが。

(２) 評価の実施 
協協各協目に関がに取組状状じか、各協協各に対がに達構再に共効特・課課各を分分・

評評に、意改安を検検に、協協意確に反本ささまが。
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 参考資料                        

１．田田田田田田田まままま ま条条 
＊＊＊ 省省 ＊＊＊ 

２．田田田田田田田まままま ま条条条条条条 
＊＊＊ 省省 ＊＊＊ 

３．田田田田田田田まままま ま会会会会会会 
＊＊＊ 省省 ＊＊＊ 

４．田田協条協 
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資料． ５ 

１． 地域コミ ュニティ の取組状況 

地地ココ コ コココ 各全と、市のまままま ま の基基と さに市市活活各全で、日常生活

に関がに諸課課に幅広ま 対応にで社渡地地活活を行さ ににに最じ中隣さ各全でが。

・  校校ココ コ コココ 協議渡 

･･･自自渡と地地の各各各全各で構構がにココ コ コココ 各全 

市市小学校最最に２２各全めま 、市市産の指確情理事と ささ ににに。  

・  校校 

･･･小学校校がと の自自渡の委河組連 

市市小学校最最に２２各全めま 、童童校校と三河三田田地校の緑地情理

じ受委にににに。  

・  自自渡 

･･･地地ココ コ コココ の基基最最と にに、地地にににに自自運運を行と 各全 

市市に１２６各全めま 、各各行川事事を受委、自自渡最最で自行防防渡

活活き行がさににに。  
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２． 特定非営利活動法人（ ＮＰＯ法人） の取組状況 

特確の市市的・ 非運利活活を行と こと を目的と がに法人で、】 非運利」 と と、各全

の構構委に収市を分文さが、行でに議事活活に充ににこと を意意に、収市を上をにこ

と を体限がにじのでとめま まさし。市市のＮＮＮ法人１５各全（ 平構２２年７月１日

現現） の活活を分平がと に条示にまが。

保保・医医・福福福福の団団（５団団） 

団 体 名     活活活活 

コココ ココココ コ 訪訪訪訪（ 訪訪介介コ 支支支支支） ）家活支家）外外の訪家なな

ＮＮＮ渥渥の菜たた 訪訪介コ 支支介支の枠外をを手手いいい有有ボボコボボ コ。  

渥渥渥の会 身身身身のを世世）各各ボボコボボ コ支 

う たた  
知知身知知に対しし）身知障障ササササ活事（ 知知身知知の為の

ケコケサケ） 支を行う 。  

ををおお  精精身知知なななの支支ののの ののサののの の  

ままま まま福福の団団（１団団） 

団 体 名     活活活活 

たたお本本 
田田田田び田田田田田で生活いい人人に地地に根ざした情情を発

信 

文文・芸芸・・・・ ・福福の団団（１団団） 

団 体 名     活活活活 

ＮＮＮ巴巴巴巴巴 武家生活武武の研研研びに武家武武の環環介環に関いい活事 

環環保環福福の団団（３団団） 

団 体 名     活活活活 

環環ＮＮＮ渥渥 
自自コのコエサを有有有有した風風発風風風風風田び風風電電活

事 

田田菜の花ココのの ののサ

の  
遊遊遊地支の有有有有を図の ）ナナのナ菜の花支を栽栽いい。  

渥渥渥渥ハハハコハのボハ  渥渥渥渥渥渥ハハハコハコササの風設支 
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子どどの保環健健福福の団団（２団団） 

団 体 名     活活活活 

たは の いはの サははは 
食コ 遊コ 環環ののなのの を体で感はおじいハじコのを企企コ 運運

ししいい。  

ゆゆのた学学 
不不不コ ・サのコ ・・・・の コ 精精知訪精支ををををた子な・を

お大人までの対対に関いい活事を行う 。  

ＮＮＮの援援福福の団団（１団団） 

団 体 名     活活活活 

たたお広広 さまざまな支支活活ナやじに伴う 活事を展展コ 実行いい。  

経経経経の経活文福福の団団（１団団） 

団 体 名     活活活活 

東東東東環環東東会 東環環の改改と東水事活水武のたのの総総知な対対を講ゆい。  

地地地環福福の団団（１団団） 

団 体 名   活活活活 

東東リ サのリのコリコの研

研会 

企事コ 地地ココ コ ・ボボ に対しし） 、 リ サのリのコリコのに関い

い支支 指指( コ 育育コ 情情の提電支)」 を行う 。  
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３ ． ボランティ ア団体及びその他非営利活動団体の取組

状況 

市市にとボボのココ の各全消びその他の非運利活活各全き多本ま 広範範に活活に

ににまが。つルはとルとさので市開にににに７７各全を分平校に条示にまが。さに、

この他、市にボボのココ の委委協議渡各に渡収渥しの各全き集５２各全めま まが。

保健・ 医医・ 福福分平の各全（ １７各全）  

団 体 名     活活活活支 

渥活あいあ田田支巴 自自で外外で・ない高高知の方の髪の毛ををの のいい。  

OHPたたお  難難知）中中中難知と の交交と ボボコボボ コ活活 

声の広情 
、 広情たたお」 、 議会だだの 」 の吹・込み（ 視視身知知有のボサ

プの作育）  

手世ササのコでサでサ虫 聾知の生活ナ権有を理理し）交交を深のい。  

Ｊ Ｊ愛愛みみみ助け合い組組 高高知を対対と したコ ・とハササササ  

田田田田のボハ  
田点本点作）小学不のボハ活活指指） 、 障障ののない」 田田点点

支 

田田リコの のササのコ リコの のを活有したボボコボボ コ活活。  

手・とこ点点 介育学コ 小中学不での手世指指）障障風風なの慰訪  

障福学・まひの  
のボハ活活に参参いい・と にだの ）仲仲のの の ）頭の活水武を図

い。  

ボボコボボ コ、 愛」  障障風風にをにい手作事の手手い）訪家活活 

筝筝 渥渥 リ ボの会 老人老老風風訪訪 

をの いみの会 要訪訪知の・サのに総ひわた衣衣の研研展発 

手世ササのコでサでサ虫 入入手世講入会 

の あ・みのボハ  老老健健のたののココのサのサ点点の展開支 

渥渥渥渥のボハ  障障風風の人たあと一一になは し渥う 。はをし世をいい。  

サ・サコ ササの の  視視身知の方ななに有有ししいただにい録録図録を作育 

蔵蔵の杜育育会 
知知身知知知生風風、 蔵蔵の杜」 の運運方運に協風し）入入知の

生活田び社会知自社の健健を図い。  
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社渡教旧分平の各全（ ３各全）  

団 体 名     活活活活支 

ＡＡＡ （ Ａ （ （ （ （ Ａ  

ngl i sh Cl ass)  
小学不での絵本（ 英英） の読み聞をわ 

障福学・まひの  器巴）録書）渥渥）詩詩）田田）大大大）銭銭銭指指 

チサケのハは ・  
身のいのあい子・ない子・と ・に武武活活を巴しは広を日日生活

の中に風にい  

まままま ま 分平の各全（ ５各全）  

団 体 名     活活活活支 

のト ナ自活自田田自広 あ

いの いいい いいいいいいい いいいい  
社会社社社社を高のいたのの支支活活 

う しのにナまを愛いい会 う しのにナまの展展展風展田び管理）山書の清清支 

障巴中学不ボボコボボ コの

ボハ、 ドリ サケの会」  
様人なボボコボボ コ行活なの協風参参支 

あのみＮＮＮのの ののサの  
住みだい地地）巴しの 魅風あい地地にないだう 情情交情）相相協

風）広情を行う  

田田田花の会 
潤いのあい街のの の のたのに）花いはいい運活の推健を図い・と

を目知。  

明明・ 芸芸・ フもルキ分平の各全（ １２各全）  

団 体 名     活活活活支 

渥渥渥声総渥団 
総渥団の活活を通しし地地の録巴環環の充実ナ武武の発展に社社

いい。  

木木木木木会 老人風風木木慰訪 

田田レのリ コサレレ コのボ

ハ “ おはゆ”  

レのリ コサレレ コの指指）廃廃を活有した自作）風電を家に（ パ

ソココ支の困の りと相相）  

渥渥銭銭“ 願育願録銭銭”  各老人ケサケコ 養訪風風の慰訪）各各ハじコのに・外出。  

田田田巴田協会 録巴武武の普田普普ナ録巴を通した子な・たあの老健育育。  

ふいさと ボボコボボ コふハ

ド、 たたおの風」  
田田の史史を案活）田活の名入名史の案活 

たたおたボチサケ“ 花”  障障風風コ 田市市支にをにいにコサ披披）慰訪支 

田田田介環会 、 田まのの 」 を展開し）手伝あい田田田の普田に努のしいい。  

田田リコの のササのコ リコの のの実出で風風訪訪､実実指指 

あのみのササココササの運

運サナの た会 
のササココササのの運運 
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環環保全分平の各全（ １２各全）  

団 体 名     活活活活支 

あいあ田田不山会 蔵蔵山不山書の整整（ 清清）植植）除除支）  

ＮＮＮココエハコドのの の  ココの活活を実実し地地田市にＮＰいい。  

サナリリ の おス 
サナリリ を通しし現現の東の様子を知は し・おをう と ）サナリリ

エウ の チコハを行は しいい。  

免人田免のケナコを守い会 
免人田免の地地の人たあにと は し）親しみのあい免にないだう に

活活。  

渥渥渥渥の野野を守い会 月一月渥渥渥渥活の野野田田の清清活活 

環環ボボコボボ コササのコ 

亀の子子 
西の浜東浜の清清活活 

自自遊事自 ほサと う の遊

事小武 

自自遊事をと をしし）環環訪精）都田と遊農と の交交コ 企事研企コ

中高中の生・のいのの の に取取は。  

東田水学ボボコボボ コの会 東田水学の除草の ）りみ拾い 

あをこた自 のの ののサののの の にだの夢のあい元元な地地を実現いい。  

NTT. OBたなみゆ・の会 地地ナ社会に社社しなのお仲仲のの の  

渥渥自自の会 渥渥渥渥の豊をな自自）貴貴な生生の介訪コ 介健 

汐免を渥しの いい会 
汐免）清清免を中中に田田田を交じい免を渥しの し）東東三の浄

武を目指い。  

防災救補分平の各全（ １各全）  

団 体 名     活活活活支 

ＶＮＡＶたたお  
ボボコボボ ココサとボ のサナサ養育講養の企修知の勉勉会田び他

の団体）地地との交交）情情交情をししいい。  

人人・ 平小分平の各全（ １各全）  

団 体 名     活活活活支 

田田田知生介訪田水会 
、 社会を明いの いい運活」 啓発有“ 愛の鈴” を作育し）中学３中

生に配配。  

国際協協分平の各全（ ２各全）  

団 体 名     活活活活支 

たたお国国交交協会 地地住市の国国交交田び社社の高高を図い。  

あをこた、 ・おのなのをい」 外国をお来しいい田水と共に日本英講養と武武交交をいい。  
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岡男公同参総分平の各全（ ２各全）  

団 体 名     活活活活支 

田水会議WI Tエボ の の  男田男支参企の視田をお行う様人な活活（ 研企会）交交会支）  

東東にはの会、 たたお」  
男田共男参企社会に普にし田水の資資と 地地の普普）社会参企を

促健し）地地社会の発展に寄寄いい。  

鈴のじの健全旧構分平の各全（ ８各全）  

団 体 名     活活活活支 

人のの の のの ののサのリリ

サーサボコド  
不不不ナ・・・・の を経経した人の交交 

田田田を・あは図録市 を

陽さまボハハボリ サ 
身知身と老日身の一一に遊ス広のの の  

渥渥などサ・農 遊事の可可水を追追し）地地をお情情支を発信いい。  

をたなし手の・おの会 渥渥図録市をたなしコサナサ）小学不での読み聞をわ。  

の くくの会 田田田中田図録市でのをたなし会）外出をたなし会 

日本ボサハサをエの愛知東

盟 豊豊地豊 田田田一団   
ボサハサをエの活活を通はし）青青中の育育をのざい。  

渥渥手渥のボハ  身身を対対に紙ナ配を使は た手渥点点を行う 。  

ドリ サケの会 
ボボコボボ コ活活を通しし障障の中を養う コ 地地と の交交を深の

い。  

渥渥活特分平の各全（ １各全）  

団 体 名     活活活活支 

ザコ パサのナサの 東東東で起事）創事ななの無衣相相 
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４． その他の団体の取組状況

田田市全旧協渡…田田市のフもルキの中安的組連。技芸の方上に努め、市市の親親と

健健増協を図ま 、地地旧構議事の協協指行に連がま 、大渡に練練を

行と 。森市にと２５の協渡き市所に、年民を交に各各のフもルキ大

渡を行と 。  

・ 柔方平軟協渡 ・ 剣道協渡 ・ ・フさココフ協渡 ・ 空大協渡 ・ 弓道協渡 

・ 卓軟協渡 ・ 柔道協渡 ・ き・ルボルル協渡 ・ きかコ のさの協渡  

・ ・フさボルル 協渡 ・ ココフ協渡 ・ 硬方空大道協渡 ・ コし をル協渡 

・ 岡上競技協渡 ・ ・ルさボルル協渡 ・ のボ・のか・ルフ協渡  

・ コルフ コ の協渡 ・ フもルキ少年各 ・ 空大道協渡 ・ サルしき・ル協渡 

・ コ コき・ルボルル協渡 ・ 三河フボはフルフしボえ ・ ・フさき・ルボルル 協渡 

・ ・ルフ協渡 ・ はル・し さきルか・ルフ協渡 ・ 少少少少法協渡 

田田市明明協渡…田田市の明明活活にににに中安的組連。２２の市専に、１３５各全

き市所に、年民を交に活活を行と 。  

〔 市専〕  

・ 邦邦 ・ 洋邦 ・ 舞舞 ・ 吟剣吟舞 ・ 洋舞 ・ 公演 ・ をボかと ・ 娯邦 

・ 健健 ・ 絵総 ・ 書道 ・ 写写 ・ 公芸 ・ 自自 ・ 俳俳 ・ 短短 ・ ことが 

・ 歴歴 ・ 茶道 ・ 華道 

鈴のじ渡…鈴のじでまの健全旧構を目的とに、各地地の鈴のじ渡組連と と じに鈴のじ

渡活活の活発明を図に。  

老人しボえ…渡委相互の親親、発発を図ま 、条にに岡長社渡まま ま と保健福福の方上

に努めに。生できに作ま と条にに社渡の実現に寄寄がに。  

ＮＰ 。…保護事（ 親） の協と優生き協協にに鈴のじの教旧さのにににに取ま組しだ

ま 、平一に学練にでま ででににと ににま かさで組連。  
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５． 事業者の取組状況 

議事事き、地地社渡の平委と にに自か取ま組しでにに市市市市活活にににに条示に

まが。活活と、渡明活活に各実建と の意交渡、キキのとルのさのの社渡地地活活に各

各教種にに旧ま さの広ま 市市き参加ででにはさのささのでが。

医医医議事事の各全

団 体 名  活活活活

田田田田田会 遊日コ 夜仲夜夜（ 在在在在）

田田田田田田田会 遊日夜夜（ 在在在在）

農事事の各全

団 体 名  活活活活

Ｊ Ｊ愛愛みみみ農農農農組合 遊事農）畜水農

田田田４Ｈのボハ コジコボをジあはココボサの（ 苗配配）栽栽指指）展展支）

田田田青中遊事田会 をナ・遊事サのサコ（ 収収体経支）

遊農農・のの のコ あのみ 郷郷衣理を訪した食遊点育）消支知との交交会

商事事・ 公事事の各全（ 観観議事事を含む）

団 体 名  活活活活

田田田田自会 青中巴の夜夜）交通交健街頭ハジコキサコ）東浜渥武活活

渥渥田自会 沿書支の清清活活（ 一一田市・参参））パソココサのサコ

旭旭通の田夜街協男取総 田中農支のハじコの

田田田願田協会 沿書支の清清活活（ 旅市事）

あのまいナエコ田田 ハココ のサレレ コ）のリ サリサハじコの

田田郷木協会 災知対支活活協風

渥渥風風事協会 災知対支活活協風

田田田田田田田田田田田田田田 災知災対災電東コ 復名作事

実質的に議事事の関がま き深に各全

団 体 名  活活活活

田田ボハラコののボハ 社献活活）薬生薬有薬薬点点）交通交健啓交活活）清清清清

田田のサナリ サのボハ ふじあい点点（ 野野点点））授水入授授訪訪）レコサコエケ

渥渥のサナリ サのボハ 桜の植植）ーコ ゴの運活

田田パパパパ パ パパパパパ パパパパ 赤赤根学学交交会）蔵蔵の杜コ 田田授水入と の交交会

田田のサナサコのののボハ 社献活活）清清清清）東外研企）障障風風慰訪

田田青中会議入 各各講出会展開）あびは ・書広展開

渥渥青中経渥研研会 環環渥武活活）たまゆう の植栽
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資料． ６ 

１． 市民参画の状況（ 第9条第2項）

（ １ ） 審議組連各への市募委委の採利 

中年 活活

男育15中支 ○総総総企のまあのの の田市市相会（ 田1期）

男育17中支 ○環環介健総企改設対設環環会

○総総総企のまあのの の田市市相会（ 田２期）  
○男田共男参企推健男男会議

男育18中支 ○総総総企のまあのの の田市市市市（ H17をおの継継）
○男田共男参企推健男男会議（ H17をおの継継）

男育19中支 ○ （ 仮仮） 田田田まあのの の推健推活男男会議

○障巴地豊まあのの の 会議

男育20中支 ○障巴地豊まあのの の 会議（ H19をおの継継）
○田市協市まあのの の 会議

○点育教教教本総企

○国国武に関いい総企

○地地水共交通地地総企（ 生活交通生介総企）

（ ２ ） がえの し しコいのさ体再 

中年 活活

男育17中支 ○行行改行大行田び集中改行プボコ（ 試行） 案

男育18中支

○投投豊投投案          ○総総総企案         
○国市介訪総企案         ○ りみ処理の有衣武案 
○男田共男参企推健プボコ案    ○身知障障総企案

○交通交健総企案         ○ たたお２２新遊事プボコ案

○地地ココ コ ・ボボ 教教総企案   ○願田教本総企コ 骨子案

○ ーコ処理教本総企案       ○環環介健総企案

○ コココのコエサ指入サコレ コ案  ○ レコボコ水学のの ののサの総企案

男育19中支

○仮仮） まあのの の推健推活案   ○ バハラリサナエコ構構案

○食育推健総企案         ○渥渥渥渥菜の花花花街書教本構構案

○地地水共交通地地総企案     ○地地情情武総企案  
○耐耐総企促健総企案

（ ３ ） その他市市意意の反本 

支支 展開中年 実実

�田市提市市 男育8中支 男育19中支 48件

�田ケサケキサコ

�田市の声
男育12中支 男育19中支 13件
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２． 行政活動における協働の状況（ 第9条第3項）

（ １ ） 議事の公開・ 実行委委渡ににに実実 

豊自 実実

活 事 共 開
男育２１中支 （ 点育環環会自）     ３３件（ 武武活事）

７４                   件（ サササス活事）

活 事 事 支
男育２１中支 （ 点育環環会自）    ２１３件（ 武武活事）

２１                   件（ サササス活事）

実 行 環 環 会

○田田田市まのの

○ のボハコサのコ大会

○菊花大会

○渥渥渥渥願田ハジコキサコ   支

（ ２ ） 市議事の平市を委委 

市が行う 事事の一一を、地地ココ コ コココ 団団やＮＮＮ等の市市市市団団や事事事に対

しし委委すすすす す広く 行わわしわわす。その内内す、施施の清清、施設の保保保保・ 運

転転転、施設なな多多にわにに 、平平 年年年年年18 です、総年で 35億 万万6, 400 す なと

しわわす。その中でで、指指転転事指年す、利利事でです地地や専専専な知知を持つ事事

事が施施を転転すすすす にすに 、ササササの向向が図らわしわわす。  
わに、市市市市団団に対ししで委委を行う 事事が見らわすすう になに わしに。  

豊自 実実

指設管理知指入風風

○各不豊田市市（ ２１不豊）

○都田水学（ 滝頭）白清）緑の浜緑地）緑の浜2号）臨東緑地）
○漁漁風風（ 姫渥）宇宇巴）赤赤根東水生赤さこ・風風）

○漁三風風（ 泉）浦浦東浜）

○願田風風（ のコハササチ願田観観風風）蔵蔵山展展展）のは の サ）

○駐自広（ セコのた セ サレ地地駐自広）

■総３３風風

Ｎ Ｎ Ｎ な の 環 委

○田市活活支支セコナサ運運

○ のササココササの運運

○田市ココササの運運

○武武農展開

○ サササス点点展開

○ サササスた コ サボボ バコ展開

わに、市から各各各各をを知ららすすにらに発行ししわす印印印を、総総総総す しし配配

依依をししわわす。  

豊自 配配生 Ｈ18実実 Ｈ19実実 

健 全 配 配 

○広情たたお  
○議会だだの コ 消薬をひお版 
○障障だだの  
○ チボレ支 

月12  
月4  
月6  
各種31  

月12
月4
月6
各種21

月 回 ○ チボレ支 各種61  各種72
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３． 市民公益活動支援の状況（ 第11条～第13条）

（ １ ） 活活環環の整設（ 第 条11 ）  

市市市市市市が盛んに行わわすにらにす、市市すす場場が確保でですすす 、そすの利利

がしやすわすす等が必必です。  
市です、各各施施の整設、利利ルサルの運利ななにすに 、市市市市市市に対しし支支を

行と しわわす。  

豊自 活展 

水 共 風 風 の 整 整 
○武武会市） ○図録市） ○総総体育市） ○運活水学 
○障障セコナサ） ○不豊田市市 

風 風 整 整 な の 補 家 ○地豊集会入風風なの補家 

風 風 有 有 

○風風有有衣 
･･･  田の共開（ 免除））田の事支（ ２／２減減）  

○風風有有施施 
･･･  有有施施の早期早早 

介 介 
○田市水観活活の国の活事支に対しし補有を行う たの）介介衣を

田の負負 

（ ２ ） 情報の事子（ 第 条12 ）  

市市市市市市を行う にらにす、市市を行う にらに必必な各各を入入でですすす が必必で

す。わに、市市を広く 市市に知と しでらう にらにす、団団の市市活活や実施すすすすすす

に関すす各各を発発すすすす が必必すなに わす。  
市が現現行と しわす支支す次のすう なでのがでに わす。  

豊自 活展 

活活に関いい情情の提電 
○広情たたお）田ケサケキサコなの掲掲 
○水共風風なのチボレ支の掲展 
○専有ササナコサハの運運（ ないりいのの の）  

活活に必要な情情の提電 
○参参と ない先健活活の紹訪（ 田市活活支支セコナサ）  
○活活の支支情情（ 補家支支支） の紹訪 

わに、市から各各各各をを知ららすすにらに発行ししわす印印印を総総総総す しし配配

依依を行と しわわすが、今今す、市市市市市市の促促のにらに、市市各各に関すすすすす

等の取取わにつわしで、 すの指年を市利すすすす で考えらわわす。  
現現の配配活活す次のす をに です。※再再 

豊自 配配生 Ｈ18実実 Ｈ19実実 

健 全 配 配 

○広情たたお  
○議会だだの コ 消薬をひお版 
○障障だだの  
○ チボレ支 

月12  
月4  
月6  
各種31  

月12
月4
月6
各種21

月 回 ○ チボレ支 各種61  各種72
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（ ３ ） その他の支応（ 第 条13 ）  

市です、市市市市市市に対しし、職職職職、人人人平等の人専支支を行と しわわす。  
わに、補補補等にすに 財財専な支支で実施ししわわす。現現の活活す次のす をに です。 

豊自 活展 

職 環 職 職 ○不豊まあのの の コドバハザサ支支 

人 人 育 育 ○講養）講出の展開支 

活活な の コ ド バ ハ サ  ○田市活活支支セコナサの運運 

補 家 補 の 支 外 

○社会点育団体東東協議会 
○武武協会コ 体育協会 
○社会障障協議会 
○ やの他各自野の活事にをいし実風 

市です、現現の支支の取取みに至すわでの間、各各の支支支支を試行ししでわしに。  
市のＮＮＮ市市支支の経経す次のす をに です。  

中支 活活 
男育 中支13  ○ たたおＮＮＮ活活企企ココキ家育補（ （Ｈ２１ ）  

団体 万万家育 1 10  
男育 中支14  ○ たたおＮＮＮ活活企企ココキ家育補 

（ 該在実実なし）  
男育 中支15  ○ たたおＮＮＮ活活企企ココキ家育補 

（ 該在実実なし）  
男育 中支16  ○ ＮＮＮ風社支支事設 

ココケサの  ） ヒコリ コハ）講養展開 
○名渥渥旭ＮＮＮ活活支支補家補 

団体 万万家育  3  17  
男育 中支17  ○ ＮＮＮ団体運運支支活事 

月 月  1 の相相会）サササナサ職職（ 3団体）  
○名渥渥旭ＮＮＮ活活支支補家補 

団体 万万家育  3  15  
男育 中支18  ○ ＮＮＮ団体運運支支活事 

月 月  1 の相相会）サササナサ職職（ 1団体））  
ＮＮＮ  コドバハザサ養育講養 

男育 中支19  ○田市活活支支セコナサ展風 
○ しみサの・どこ展開 
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資料． ７

１  ＮＰ Ｏ交流会「 しみんのひろば」（ １ 回／年）  

ＮＮ Ｎ 男田の東連勉武を図い と と ・に） やの活活を広の 田市に田知いい・ と を目知

に） ＮＮ Ｎコ ボボ コ ボ ボ コ団体の活活情活をだび交交会と し し展開し しいい 。

■ 男育２ １中支： ２ ２ 団体参参

２  東三河市民活動推進協議会 

田田田 ） 豊豊田） 豊免田） 蒲蒲田） 新新田の構育環と なの ） 東東東地地の田市活活

団体の活活を支支いいたの風社さ じた。

（ 主な活活活活）  
○ な いりいのの の

東東東   の不録田市活活団体の自自に団体紹訪） ハ じコ の 情情） ボボ コ ボ ボ コ募集

なな を掲掲いいサハ の を運運いい。

○ な いりいコ サボ ボ コ ハ （ ２ 月／中）

な いりいたは と 不録田市活活団体男田の情情の収集コ 発信田び交交の広と し しの

ハ じコ の を展開いい 。

 ■ 男育２ １ 中支： ２ ２ 団体参参

３  田原市民活動支援センター（ Ｎ Ｐ Ｏたはら広場に委託）  

田市活活の経運に必要な実可を提電いいたのの広情ナ会総） 労設管理） 活事展発）

資補支の相相事設を行う ほを） 田市活活団体男田の情情交情の役役を負う 拠田と なは

しいい 。

（ 主な活活活活）  
○ 相相事設（ 週３ 月（ 補） 郷） 日） の２ ４ 災をお ２ １ 災まで）

○ 田市活活講養（ ３ 月／中）

○ 田市活活だだ の 発行（ ４ 月） なな

４  田原市社会福祉協議会 ボランティ ア・ 市民活動センター

愛知愛社会協議会  の要要に教の・ ） 昭昭１ ３ 中に風展さ じた。 地地住市の社会清清

に関いい理理と 関中を深のい と と ・に） ボボ コ ボ ボ コ活活（ 障障に限お ない） に対い

い家育と 必要な東東連整を行なは しいい 。

（ 主な活活活活）  
○ 障障ののな い（ ２ 月／中）

○ ボボ コ ボ ボ コセコ ナ サなの不録事設

○ ・ サの早早と ボボ コ ボ ボ コ職職

○ Ｈ Ｎ ） 広情広） チボ レの掲展

○ 講養展開（ 要施要要） 田田） 手世なな ）

○ ボボ コ ボ ボ コ介介の早早

○ 機人の貸し 外し ナ活事補家なな

1



６  ボランティ ア連絡協議会 

ボボ コ ボ ボ コセコ ナ サに 不録さ じしいい個人） 団体の協議会であい 。 社会障障協議

会と の関東の深の ） 団体仲の東東ナ社協の活事に協風し しいい 。 活設事た） 社会障障

協議会の行なは しいい 。

７  あつみＮＰ Ｏネッ ト ワーク 

名渥渥旭 の災時に結育さ じた田市活活団体ののの の の サの で） 田市ナ団体のを相い

に家に総い） やの活活を だ の 活発に行う ・ と ので・ い・ と を目知と し しいい 。 活設事

た参参田市活活団体の行なは しいい 。

（ 主な活活活活）  
○ あのみＮＮ Ｎの集い（ ２ 月／中） 男育２ １ 中支２ ７ 団体参参

○ Ａ ＮＮただ の ） Ａ ＮＮ・ コ ササレ ナ サ

○ 各各講養） 研企会） 交交会なな

以普
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